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はじめに

高単価・高収益のトウキョウ X で

持続可能な経営をめざしましょう TOKYO X 生産組合

日本を代表するプレミアムブランド豚

トウキョウ X の導入・飼養と、

「トウキョウ X」を育てませんか

経営の安定化をサポートします

東京都産業労働局 農林水産部
農業振興課

公益財団法人 東京都農林水産振興財団　
事業課 青梅畜産センター

東京都では、1990 年から 7 年の歳月をかけて、独自のブランド豚「トウキョウ X」の開発に取り組んできました。 
この豚は、北京黒豚、バークシャー種、デュロック種の 3 品種を掛け合わせた系統で、1997 年には一般社団法人日本種
豚登録協会より、日本初の合成系統豚として認定されました。

トウキョウ X は、肉質を重視した系統造成の結果、きめ細やかな肉質と、融点が低く口どけの良い脂肪、そして豊かな
旨みと甘みを兼ね備えた豚となっています。肉特有の臭みが少なく、ジューシーでなめらかな舌触りが特徴で、消費者の
皆さまから高い評価を受けており、今では東京の食文化を象徴する存在となっています。

東京都では、この高品質なトウキョウ X の生産拡大を通じて、養豚農家の皆さまの経営の安定と収益の向上を力強く支
援しています。導入をご検討いただく農家の皆さまには、飼育技術の指導や情報提供など、きめ細やかなサポート体制を
整えております。持続可能な農業経営の実現と、地域の食文化のさらなる発展のために、ぜひトウキョウ X の生産にご参
画くださいますようお願い申し上げます。

高品質を追求して開発された「トウキョウ X」は、優れた肉質と豊かな味わいにより高い評価を得ている豚です。おい
しさをはじめとする品質の高さに加え、安全・安心を重視したコンセプトが消費者の皆様に支持されており、需要増が見
込まれ生産拡大が求められています。そこで青梅畜産センターでは、ご期待に応えるようにトウキョウ X 維持群の系統を
厳格に管理し、配付しております。

肉豚生産にあたっては、TOKYO X 生産組合を通じて農家の皆様に種豚を配付しており、生産に取り組む養豚農家の皆
様とともに、さらなる生産拡大を目指して安定した生産体制の構築に向けた各種支援を行っております。また、生産希望
者への相談サポートをはじめ、飼育に関する情報提供から、導入後の技術的な相談・指導まで、きめ細やかなサポート体
制を整えておりますので、どうぞご安心ください。皆様からのトウキョウ X 生産へのご協力を賜るとともに、皆様の経営
の一助となれましたら幸いです。どうぞお気軽に青梅畜産センターまでお問い合わせください。

東京都が美味しさを求めて開発したブランド豚「トウキョウ X」は、市場での圧倒的な知名度と支持により安定した 
需要を誇り常に供給不足の状況です。

私たち生産組合は、この高品質なトウキョウ X の価値を最大限に高め、生産者の皆様の経営の安定化に貢献するため、
飼料会社・指定流通業者など多様な関係者と連携しております。飼育技術やノウハウの共有、市場動向に関する情報交換、
共同での販路確保、取引価格の交渉など、生産組合を通じた共同の取組により、個々の生産者が抱える課題を解決し、 
安定した収益確保と事業の持続的成長を目指します。

わが国の畜産振興と、トウキョウ X ブランドのさらなる発展のため、トウキョウ X の生産にご参画ください。私たち
生産組合と連携し、高品質な豚肉を消費者に届け、あなたの養豚経営の価値向上と持続可能な経営をめざしましょう。
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トウキョウ X を育ててみませんか？

トウキョウＸは、高価格・固定価格で取引されるため、肉豚１頭あたりの売上・利益が高い水準で安定しています。

新規投資や固定費を抑えつつ、一頭一頭をていねいに育て、高品質で高付加価値の豚肉を提供するビジネスモデルには、

未来への大きな可能性があります。

持続可能な養豚経営の一環として、トウキョウＸの導入を検討してみませんか。

トウキョウ X は、高付加価値の銘柄豚をめざして、平成 2 年から 7 年間の歳月を
かけて開発された日本初の合成系統豚です。北京黒豚、バークシャー種、デュロック種の 3 品種を掛け合わせることで、
良質な脂肪、細かい筋線維、豊富な脂肪交雑という、それぞれの品種の特徴を併せ持っています。

4 つの み強トウキョウX

指定流通業者（3 社）が買い取り、市況の変動リスクを回
避！高価格帯での取引で安定的・計画的に経営できます。

固定買取価格で
安心経営！

東京都・（公財）東京都農林水産振興財団・飼料会社・
指定流通業者が連携して生産を支える体制。

関係者が連携して 
農家を支援！3No.

増頭への補助、新規導入する生産者等への支援制
度があります。

充実の
農家支援制度！2No.

美しい淡紅色の肉は、脂肪交雑に優れ、柔らかく、
なめらかな舌触り。

味、香り、すべて
が極上の肉質！4No.

トウキョウ X とは

試験飼育
できます

1No.



4

加 工

と 畜

流通の仕組み
トウキョウＸの肉は、「TOKYO Ｘ」のブランド名で平成 9 年 10 月から販売されています。TOKYO X は、

TOKYO X 生産組合が指定する指定流通業者に出荷されています。生産組合では、指定流通業者と相対取引条件を事

前に取り決め、肉の取引を行っています。TOKYO X の流通にあたっては、生産者、指定流通業者など関係者が一丸

となって、TOKYO X の肉質の向上と均質性の維持に取り組み、おいしくて安全安心な TOKYO X を消費者へ届け

ています。

TOKYO X の流通の流れ

トウキョウ X 独自の流通体制と
固定買取制度

トウキョウＸの肉の流通の特徴として、固定価格での買取制度があります。買取価格は、生産組合と指定流通業者 3 社

の相対取引で決定されており、一般豚や他の銘柄豚と比べて高価格帯での取引となっています。固定価格のため市場価

格の変動による影響を受けにくいことから、計画的に出荷すれば安定した売上が見込め、経営の安定化に貢献します。

固定買取制度

市場の変動の影響を受けず、
1 本の価格で常に安定していることが魅力、

きっちり仕事をすれば
年間の収支が計算できます。

養豚農家さんたちの声

生産農家 指定流通業者指定と畜場

トウキョウ X はココが違う！

東北で生産しています。
県内の指定と畜場で枝肉にして東京に

出荷していますが、輸送コストを入れても
利益が出ています。

販路を探す心配がなく、高値で売れるのは
大きなメリットです。

出 荷

都内を中心とする
販売店等 消費者

生産組合が指定流通業者と相対取引条件を取り決めるため、
生産者は流通業者と交渉をする必要がありません。



（公財）東京都農林水産振興財団
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TOKYO X 生産組合

トウキョウ X の導入・生産・肥育、養豚技術等などの情報共有とともに、TOKYO X の流通・販売・普及に関する検討な
ど TOKYO X のブランド強化を目的とした取組を行っています。ロゴシールやのぼりなど販促ツールを制作するなど、消費
者向けの PR に取り組んでいます。

生産者への手厚いサポート
東京都、（公財）東京都農林水産振興財団、飼料会社、指定流通業者、生産者組織など、多くの関係者が連携して 

トウキョウ X の安定的な生産・出荷、ブランディングに取り組んでいます。また、関係団体が飼養の各プロセスを 

サポートしており、試験飼育にも対応しています。

導入から出荷流通まで、すべてのプロセスで多くの関係者が連携して生産者を支える仕組みが整っています。 

また、本格的な導入の前に試験飼育が可能です。

試験導入から出荷まで
一貫したサポート体制

（公財）東京都農林水産振興財団青梅畜産センターでは、生産者に種豚を供給しているほか、「トウキョウ X 飼養マニュアル」
を策定し、飼育に関するノウハウを提供しています。全生産者に対して、繁殖成績など戸別の農家成績を分析し、改善するた
めの指導・助言を年 2 回実施しています。

東京都

トウキョウ X の生産拡大に向けて、（公財）東京都農林水産振興財団や TOKYO X 生産組合の活動を支援しています。新規・
既存の生産者に対する支援から、ブランド強化に関する支援まで、幅広い分野から TOKYO X の生産をサポートしています。

飼養のプロセスにおける関係団体のサポート

（公財）東京都農林
水産振興財団

TOKYO X
生産組合

東京都

その他関係者

導　入 飼　育 出　荷 流　通

ー種豚配付 偽装流通防止の
ためのDNA 鑑定

販促活動導入補助

TOKYO X 生産組合が実施する活動への補助

ー

基本ルールの提示 買取価格調整

飼料会社
指定飼料の販売 固定価格買取 消費拡大

飼養マニュアルの提示

養豚技術等情報共有
総会等の開催 出荷輸送費補助

生産性向上指導（定期実施）

指定流通業者
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品質維持のための
農家指導

個体データ

偽装流通防止のための
DNA鑑定

生産者

青梅畜産センター

流通業者

トウキョウ X に
係るルール

トウキョウＸ 生産・流通に
関するルール

トレーサビリティシステム

トウキョウ X の種豚は、（公財）東京都農林水産振興財団青梅畜産センターから、TOKYO X 生産組合を通じて、

都内及び都外の生産者に配付されています。生産・流通にあたっては、事前に以下の事項を定めています。

トウキョウ X は、子豚に耳標を着けて 1 頭ずつ管理しています。豚に生産流通管理の仕組み（トレーサビリティ）

を導入しているのは、全国的にもめずらしいことです。

この仕組みを用いて生産流通過程を把握するとともに、（公財）東京都農林水産振興財団青梅畜産センターでは、 

トレーサビリティシステムを活用し、個体データ（繁殖成績や枝肉成績）等の分析結果に基づく農家指導や、DNA

鑑定による偽物流通の防止などの取組を行っています。

TOKYO X 生産者組織への加入

肉豚には、出荷前３ヶ月以上は指定飼料
を給与

「TOKYO X 生産に関する基本ルール」 
「TOKYO X 流通に関する基本ルール」
の遵守

個体ごとに耳標を装着し、耳標番号にし
たがって繁殖成績等を記録

・�トウキョウ X 同士の純粋交配での生産
（他品種との交配は禁止）

・�青梅畜産センターが指定する組み合わ
せのみで交配

・�飼養状況をTOKYO Xトレーサビリティ
システムに入力

・�TOKYO X 出荷時の報告書を所定の様
式にて提出

生産者組織への加入

指定飼料

ルールの遵守

個体管理 報　　告

交配様式

ＴＯＫＹＯ Ｘ
トレーサビリティ

システム

データ分析

個体データ
生産流通データ

TOKYO X
生産組合

消費者生産流通情報

証明書の発行



 養豚経営の考え方
　養豚は 60 年ほどの歴史があり、かつては複合経営でしたが、
現在は養豚に特化しています。私が 2 代目、息子が 3 代目です。
　養豚業は大規模化する傾向がありますが、うちはある程度の規
模を保ちながらも、頭数を増やす方向ではなく、1 頭あたりの利
益をいかに上げるかを意識して経営しています。

 トウキョウ X を導入してみて
　2007 年にトウキョウ X を導入しました。以前は別のブランド
豚を生産して東京方面に出荷していました。飼料会社の営業担当
がトウキョウ X を強く勧めるのでそれならと始めましたが、今は
トウキョウ X に一本化しています。
　東京に出荷するので長距離輸送になりますが、輸送コストはあ
まり心配していません。東京は大消費地なので、高く買ってくれ

る消費者が確実にいる、売れないという心配がないので、安心し
て生産に取り組めます。

 生産者にとってのトウキョウ X の魅力
　トウキョウ X の一番の強みは、東京都をはじめ関係機関の協力
があることです。通常、養豚農家は自分でつくった豚を自分で売
るのが常識ですが、トウキョウ X は関係機関が生産から販売まで
親身になってフォローしてくれます。このような取組をしている
ところは他にないと思います。
　健康に育った豚は、あらかじめ取り決めされた固定価格ですべ
て買い取ってもらえます。市場変動によって買い叩かれることも
なく、計画的に生産・出荷すれば収支計算が立つことは、経営上
の大きなメリットです。

 養豚の継続に向けて
　養豚業界は経費が高騰し、このままでは成り立たないという危
機感があります。豚肉に限らず、すべての農畜産物に関して生産
者と消費者の連携が足りないと感じます。健康でおいしい豚を育
て、その価値を消費者にもしっかりと伝えていきたいです。

三ツ星畜産宮城県

安心して生産を続けられる
養豚経営をめざして育てています

トウキョウ X は、各地に広がっています

 養豚経営とトウキョウ X 導入の背景
　農場の 3 代目です。一般的な白豚を育ててきましたが、2019 年
にトウキョウ X を導入し、その後段階的に増やして 2022 年には
全頭トウキョウ X に切り替えました。
　導入当時、事業は赤字経営で、このままだったら廃業するしか
ないという状況まで追い詰められていました。養豚を続けるため
の挑戦として経営主である父を説得して、トウキョウ X の導入に
踏み切りました。

 生産者にとってのトウキョウ X の魅力
　トウキョウ X は、一般豚と比べて単価が高く利益率が高いです。
しかも買取価格が固定されているので、経営の見通しが立てやす
いこともメリットです。以前は一般豚を 700 頭ほど飼育していま
したが、トウキョウ X を 150 頭くらい肥育出荷している現在の
ほうが利益率はいいです。限られた施設・面積でも利益が出るので、 
トウキョウ X は中小規模の養豚農家に適した品種だと思います。

 これからの経営展望
　700 頭から 150 頭にしたので、豚舎にはゆとりがあります。
もう少し増頭して利益を拡大し、今後も養豚を続けていくため
に、豚舎の更新など体制強化ができればと考えているところです。 
補助金を活用しつつも新たな投資が必要なので、経営の見通しを
立てていきたいと思っています。

 自分の代で経営体制を強化
　農場の 3 代目です。経営規模を拡大するため、自分の代で法人
化しました。それまで飼っていた豚をオールアウトした後、1 年
前に新しい品種の一般豚にすべて入れ替えて、繁殖から出荷まで
一貫経営で行っています。

 自社の経営規模をふまえたトウキョウ X の導入
　次世代に養豚をつないでいくため、経営の強化を考えていたとこ
ろ、トウキョウ X の話を聞きました。豚舎に限りがあるため、当社
の経営全体を考えると、多産系の品種より、数は少なくても高単価・
高収益のトウキョウ X が適していると判断し、2025 年の春から導

入したところです。秋の出産をスタッフ一同、心待ちにしています。
 トウキョウ X のメリット

　トウキョウ X の魅力は、高単価で高収益が見込めること、青梅
畜産センターで育てられた病気の少ない親豚を導入できること、
さらに、生産組合があることが最大のポイントです。生産組合が
あることで、他の農家から生産に関する指導を受けたり、情報を
共有したりできる安心感があります。また、販売・流通に関して
も生産組合が窓口となって交渉してくれるので、個社で交渉する
負担がないことは心強く、大きなメリットです。

 次世代の担い手と共に歩むために
　養豚の仕事の楽しさややりがいを、若い世代にも知ってもらい、
関心を持ってもらいたいと考えています。日本の養豚業を未来に
つないでいくためにも、次世代への継承は不可欠です。そのため、
SNS を活用して養豚のリアルな姿や魅力を若い人たちに向けて発
信しています。

山田養豚堆肥センター東京都

トウキョウ X に切り替えて
経営が安定しました

株式会社あべファーム山形県

トウキョウ X の生産・流通の仕組みに、
大きな安心感を感じました

トウキョウX私たちは



古紙パルプ配合率70%以上の
再生紙を使用しています。

トウキョウ X
生産者募集サイト

（公財）東京都農林水産振興財団
青梅庁舎 TOKYO X 生産組合 HP

お問い合わせ

（公財）東京都農林水産振興財団
事業課青梅畜産センター

0428-31-2171

2025年度版

お問い合わせフォームTEL

トウキョウ X は、現在、東京都内以外に、宮城県、山形県、茨城県、山梨県で飼養されています。その品質管理や
安全性を確保するため、「TOKYO X 生産に関する基本ルール」を設けて、飼育方法の取り決めを行い、生産・出荷
を行っています。 これが、「東京 SaBAQ」という飼育理念です。

TOKYO X の美味しさのもととなる脂
肪交雑（いわゆる “ サシ ”）をより引
き出すために、独自の栄養配合による
指定飼料を 3 ヵ月以上与えています。

動物本来の生理機能に沿った飼育管理
を行い、より健康な豚に育つよう心掛
けています。ゆったりとしたスペース
と充分な換気、十分な明るさをキープ
した豚舎で育てています。

Biotics Animal
welfare

生命力学 動物福祉

豚の健康状態を良好に保ち、病気にか
からないように努めています。肥育期
間は抗生物質を含まない指定飼料を
使っています。

Safety
安全性

脂肪の質と味が良い北京黒豚、筋線
維が細かく肉質が良いバークシャー、 
脂肪交雑が入るデュロックの 3 品種か
ら、それぞれの良いところを取り込ん
で改良しました。

Quality
品質

https://www.tokyo-aff.or.jp/site/ome/

https://bit.ly/3V9v5Dz

https://tokyox.jphttps://tokyox.info


